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国際 日本文化研究センターは1987年 、日本文化を学際的に総合研 究す るための国

際的な研究機関が必要である との認識 のもとに設 立された。

しか し当初は、自国文化を研究す るために国立の研究所 を設立す ることは、 自画

自賛 のための翼賛研 究をすす めるこ とにな りは しないか として否定的 にとらえる考

えもあった。そこで 自国文化研究のための研究機 関が世界中にどれ くらい存在す る

かを調査 してみた ところ、お もに社会主義 を標榜す るい くつかの独裁的な国家だ け

が、 自分たちの文化 を研究す ると称 してプロパガ ンダ、宣伝機関を有 しているに過

ぎないこ とがわかった。

「フランス美術」 「イギ リス文学」 「ドイ ツ音楽」な ど一国の文化の特定面の研究

はあっても、一国の文化全体を研究対象 とするよ うな 「文化研究」の総合研究機 関

はあ るのか、との問いに答 える調査結果が出た。……自分 たちの文化 を学問的に総

合研究 しようとする国立の研 究機関は世界にはない。 とくにそ うした研究を自国以

外の研究者 と共に推進 させ るよ うな研究所は見あた らない。

この認識がむ しろ日文研の必要をわれわれ に強 く意識 させた。そ して 自国研究 の

問題点 を実践的に回避す る方法 として、外国における日本研究の重視(支 援、交流)

を強 く掲げることに した。

それか ら20年 、日本文化研究 は各国においてどのよ うな道を歩んできたか。記念

行事 として 「外 国にお ける 日本研究」の現在までの道 の りを諸外国の研究者 から報

告 して もらお うとシンポジウムを企画 した。またこのシンポジウムのも う一つの 目

的は、「日本 における日本研究」す なわち 自文化研究の問題点 を探 ると共 にその意義

を確認す ることであった。

政治や経済のみな らず教育、科学、芸術な ど広 く文化全般にわたって も、深刻 な

影響を与 えつつあるグローバ リゼーシ ョンのもとにあって、 日本文化研究はいった

いどのよ うに自らを位置付け、これか らどのよ うな方向性 を見出しうるかを我々は

共通テーマ として提案 した。個別の要素が もつ独 自性 ・特殊性 を一つの大 きな全体

に飲み込んでしま うグ ローバ リゼーシ ョンはいったい 日本研究 を支える力 になるの

か、それ とも文化の個別性の輝 きを曇 らせ 、研究の大きな障害 となるのか。また、

グローバ リゼーシ ョンの文化 ・教育面 における一つのあ らわれである近年の大学制

度改革が、各国において 日本研究にいかなる結果 をもた らしているか。以上のよ う

な観点をふまえ、 日本文化研究の新たな展 開を見 出すための熱のこもった議論が繰

り広げ られた。本報告書はその研究集会での報告 をとりま とめたものである。今後

の 日本文化研 究の広 が りに寄与 しうるものと思 う。
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